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株式会社ウェザーニューズ(本社：千葉市美浜区、代表取締役社長：草開 千仁)は、2024 年春の花粉

シーズンに向け、「第一回花粉飛散傾向」(スギ・ヒノキ、北海道はシラカバ)を発表しました。2024 年春の

花粉の飛散量は、北日本の一部を除いた広い範囲で 2023 年春よりも少なくなるものの、平年（過去 10

年の平均）と比べると、平年並み〜平年を上回るエリアが多い予想です。 

花粉の飛散量は前年夏の天候と年ごとの飛散量の増減傾向をもとに予想しています。今年の夏は全

国的に記録的な暑さとなり、東日本と北日本を中心に日照時間が平年を上回ったことで、雄花の生長に

適した天候となりました。このため、2023 年春に飛散量が多かった反動で 2024 年春は飛散量が少なくな

る「裏年」傾向のエリアでも、平年並み〜平年を上回る飛散量を予想しているところが多くなっています。

油断せずに対策をシッカリと行ってください。 

なお、次回の「第二回花粉飛散傾向」は 12 月上旬の発表を予定しています。 

 

◆ 2024 年「第一回花粉飛散傾向」 

 

＜来春の花粉飛散量の傾向：広範囲で平年並み〜平年を上回る予想＞ 

2024 年春の花粉飛散量は、北日本の一部で 2023 年を大きく上回るものの、その他のエリアでは広範囲

で 2023 年を下回る予想です。2023 年の飛散量が記録的に少なかった北海道ではその反動で 400％程度

の飛散量になると予想しています。一方、2023 年に飛散量が多かった関東や西日本では飛散量が減少し、

2023 年の半分程度になる地域もあるとみています。全国平均では 2023 年比で 68％となる予想です。 

本プレスリリースの素材のダウンロード 「第一回花粉飛散傾向」の一般向けサイト 

ウェブ版プレスリリース「第一回花粉飛散傾向」 

https://jp.weathernews.com/news/44746/ 

ウェザーニュースウェブサイト「第一回花粉飛散傾向」 

https://weathernews.jp/s/topics/202309/270185/ 

 

2024 年のスギ・ヒノキ花粉はどうなる？ウェザーニューズ「第一回花粉飛散傾向」を発表 
 

来春の花粉飛散量は広範囲で平年並み〜平年を上回る予想 
 

〜高温・多照の影響で雄花の生長に適した夏 大量飛散した前シーズンよりは減少傾向〜 
 



 

 

平年(2014〜2023 年の平均飛散量)と比べると、東日本と北日本を中心に平年をやや上回るエリアが多

く、西日本では概ね平年並みのエリアが多くなっています。全国平均は平年比で 126％となる予想です。 

 

 

＜飛散量予想の根拠：2023 年夏の天候と年ごとの増減傾向＞ 

花粉の飛散量予想は、主に前年の夏の天候と年ごとの飛散量の増減傾向を基に算出しています。2024

年の飛散量予想の背景は以下の通りです。 

 

〜東・北日本を中心に多照かつ記録的な暑さに〜 

前年の夏に十分な日照があり、気温が上がるほど花粉の発生源となる雄花の生長が促される傾向があ

ります。よく晴れた暑い夏ほど光合成が盛んになるためです。 

2023 年は東海や西日本が 6 月までに梅雨入りし、関東甲信や北陸、東北も 6 月上旬に梅雨入りしまし

た。6 月中は梅雨前線が本州の南の海上に停滞する日が多く、梅雨前線から遠い北日本では晴れて記録

的な暑さとなりました。7 月に入ると太平洋高気圧の勢力が強まり中旬から下旬にかけて梅雨明けしたエリ

アが多くなりました。北日本や東日本では平年に比べて気温がかなり高く、北日本では記録的な高温が続

きました。8 月は前線が北海道付近～日本海に停滞する日が多く、日本の南の海上には熱帯低気圧や台

風が相次いで発生しました。暖かい空気とフェーン現象の影響で北日本や東日本、近畿・中国では平年に

比べて気温がかなり高くなりました。西日本太平洋側では台風 6・7号が接近した影響で日照時間が平年を

やや下回りました。 

2023 年夏の天候を総合すると、暖かい空気に覆われた日が多くなったため、北日本や東日本、西日本

で気温が平年に比べてかなり高くなりました。気象庁の統計開始(1946 年)以降、北日本と東日本は 1 位、

西日本では 1 位タイの高温となりました。太平洋高気圧の影響で晴れた日が多くなった東北や東日本では

日照時間が平年を大きく上回り、雄花の生長に適した天候となりました。一方で、前線や台風の影響を受

けやすかった九州や四国では気温は平年を上回ったものの、日照時間は平年並みか平年をやや下回り、

雄花の生長にはやや不向きな天候となりました。 

 

〜2024 年は西・東日本を中心に飛散量の少ない「裏年」の見込み〜 

花粉の飛散量は周期的に増減し、花粉の飛散が多い期間と少ない期間が交互に訪れる傾向があります。

飛散量が多い年を「表年」、少ない年を「裏年」と呼びます。エリアによって増減の周期は異なり、「表年」「裏

年」も異なります。夏の天候の影響で「表年」「裏年」の区別が不明確になる年もあります。 

2023 年は西日本と東日本を中心に飛散量が多く、「表年」となった地域が多くなりました。その反動で

2024 年の飛散量は前年を下回る「裏年」になると見込んでいます。一方、北海道や東北北部では 2023 年

の飛散量が前年を下回り、「裏年」となった地域が多くなりました。2024 年は「表年」となり、飛散量が 2023

年を上回る地域が多くなると予想しています。 

 

 

 

 



 

 

◆ エリア別の 2024 年花粉飛散傾向 

北海道：高温・多照の夏 「表年」傾向で飛散量は大幅増 

2023 年の夏は暖かい空気に覆われる日が多く、気温は平年に比

べてかなり高くなりました。日照時間も平年を上回り、雄花の生長

に適した天候となりました。また、2023 年の飛散量は平年、前年

を大きく下回りました。このため、2024 年は飛散量が多くなる「表

年」になると見込んでいます。 

2024 年春のシラカバ花粉の飛散量は、2023 年の 401％、平年の

137％になる予想です。飛散量が多くなり、花粉症の症状が重くな

る可能性があります。特に晴れて風が強い日には花粉が大量に

飛散するため、しっかりと対策をするようにしてください。 

 

東北北部：高温・多照の夏 「表年」傾向で飛散量は大幅増 

2023 年の夏は暖かい空気に覆われる日が多く、気温は平年に比

べてかなり高くなりました。日照時間も平年を上回り、雄花の生長

に適した天候となりました。また、2023 年は青森県や秋田県では

飛散量が平年、前年を下回った一方、岩手県では平年を上回っ

たものの前年より少なくなりました。このため、2024 年は飛散量が

多くなる「表年」になると見込んでいます。 

2024 年春の飛散量は、東北北部エリアで平均すると 2023 年の

142％、平年の 138％になる予想です。特に青森県や秋田県では

2023 年の 2 倍近い飛散量になる予想です。晴れて風が強い日に

は一段と多くの花粉が飛散するため、シッカリとした花粉症対策

をするようにしてください。なお、東北北部ではスギ花粉の飛散が

中心となり、ヒノキ花粉はほとんど飛散しません。 

 

東北南部： 

高温・多照の夏 「裏年」傾向も飛散量は平年を上回る 

2023 年の夏は暖かい空気に覆われる日が多く、気温は平年に比

べてかなり高くなりました。日照時間も平年を大きく上回り、雄花

の生長に適した天候となりました。また、2023 年の飛散量は平

年、前年を大きく上回りました。このため、2024 年は飛散量が少

なくなる「裏年」になると見込んでいます。 

2024 年春の飛散量は 2023 年の 61％、平年の 133％になる予想

です。大量飛散の翌年にあたるため 2023 年に比べると飛散量は

少なくなるものの、夏の高温・多照が影響し平年よりはやや多くな

る予想です。特に晴れて風が強い日には大量の花粉が飛散する

ため、シッカリとした花粉症対策をするようにしてください。なお、

東北南部ではスギ花粉の飛散が中心となり、ヒノキ花粉の飛散

は比較的少ない傾向にあります。 

 



 

 

関東・山梨： 

高温・多照の夏 「裏年」傾向も飛散量は平年を上回る 

2023 年の夏は暖かい空気に覆われる日が多く、気温は平年に比

べてかなり高くなりました。日照時間も平年を大きく上回り、雄花

の生長に適した天候となりました。また、2023 年の飛散量は平

年、前年を大きく上回りました。このため、2024 年は飛散量が少

なくなる「裏年」になると見込んでいます。 

2024 年春の飛散量は 2023 年の 60％、平年の 118％になる予想

です。大量飛散の翌年にあたるため 2023 年に比べると飛散量は

少なくなるものの、夏の高温・多照が影響し平年に比べると同程

度かやや多くなる予想です。特に晴れて風が強い日には大量の

花粉が飛散するため、シッカリとした花粉症対策をするようにして

ください。 

 

北陸・長野： 

高温・多照の夏 「裏年」傾向も飛散量は平年を上回る 

2023 年の夏は暖かい空気に覆われる日が多く、気温は平年に比

べてかなり高くなりました。日照時間も平年を大きく上回り、雄花

の生長に適した天候となりました。また、2023 年の飛散量は平

年、前年を大きく上回りました。このため、2024 年は飛散量が少

なくなる「裏年」になると見込んでいます。 

2024 年春の飛散量は 2023 年の 71％、平年の 157％になる予想

です。大量飛散の翌年にあたるため 2023 年に比べると飛散量は

少なくなるものの、夏の高温・多照が影響し平年に比べると多くな

る予想です。油断することなく、シッカリとした花粉症対策が必要

になります。なお、北陸エリアではスギ花粉の飛散が中心となり、

ヒノキ花粉の飛散は比較的少ない傾向にあります。 

 

東海：高温・多照の夏 飛散量は平年を上回る予想 

2023 年の夏は暖かい空気に覆われる日が多く、気温は平年に比

べて高くなりました。日照時間も平年を上回り、雄花の生長に適し

た天候となりました。また、2023 年の飛散量は平年、前年を上回

りました。そのため、2024 年は「裏年」傾向となりますが、雄花の

生長に適した天候となったため、飛散量の減少は限定的になると

みています。 

2024 年春の飛散量は 2023 年の 96％、平年の 142％になる予想

です。2023 年と比べると同程度ですが、夏の高温・多照が影響し

平年と比べると多くなる予想です。特に晴れて風が強い日には大

量の花粉が飛散するため、シッカリとした花粉症対策をするように

してください。 

 



 

 

近畿：高温・多照の夏 「裏年」傾向も飛散量は平年を上回る 

2023 年の夏は気温・日照時間ともに平年を上回り、雄花の生長

に適した天候となりました。また、2023 年の飛散量は平年、前年

を大きく上回りました。このため、2024 年は飛散量が少なくなる

「裏年」になると見込んでいます。 

2024 年春の飛散量は 2023 年の 61％、平年の 128％になる予想

です。大量飛散の翌年にあたるため 2023 年に比べると飛散量は

少なくなるものの、夏の高温・多照が影響し平年に比べると同程

度かやや多くなる予想です。特に晴れて風が強い日には大量の

花粉が飛散するため、シッカリとした花粉症対策をするようにして

ください。 

 

中国・四国：大量飛散の反動 前年比で半減もほぼ平年並み 

2023 年夏は気温が平年を上回り、中国地方では日照時間も平年

をやや上回りました。一方、台風などの影響で湿った空気が流れ

込みやすくなった四国地方では、太平洋側を中心に日照時間が

平年をやや下回りました。また、2023 年の飛散量は平年、前年を

大きく上回りました。このため、2024 年は飛散量が少なくなる「裏

年」になると見込んでいます。 

2024 年春の飛散量は 2023 年の 52％、平年の 107％になる予想

です。大量飛散の翌年にあたるため 2023 年に比べると飛散量は

少なくなるものの、平年と同程度となる予想です。特に晴れて風

が強い日には大量の花粉が飛散するため、シッカリとした花粉症

対策をするようにしてください。 

 

九州：大量飛散の反動 前年比減もほぼ平年並み 

2023 年の夏は暖かな空気が流れ込みやすくなったため気温は平

年を上回りましたが、湿った空気や台風などの影響を受けたこと

で日照時間は北部で平年並み、南部では平年よりやや少なくなり

ました。また、2023 年の飛散量は平年、前年を上回りました。この

ため、2024 年は飛散量が少なくなる「裏年」になると見込んでいま

す。 

2024 年春の飛散量は 2023 年の 72％、平年の 113％になる予想

です。2023 年に比べると北部では概ね同程度、南部では半分程

度になる予想です。平年比では概ね同程度となる地域が多くなる

予想です。前年より少ない飛散量になる地域が多い予想ですが、

特に晴れて風が強い日には大量の花粉が飛散するため、シッカ

リとした花粉症対策をするようにしてください。 

 

 

 



 

 

◆ 都道府県別の 2024 年花粉飛散傾向 

エリア 都道府県 
花粉飛散量 

(2023 年比：％) 

花粉飛散量 

(平年比：％) 

北海道 北海道 401 137 

東北北部 

青森県 186 140 

岩手県 85 120 

秋田県 197 158 

東北南部 

宮城県 71 149 

山形県 74 122 

福島県 50 129 

関東・山梨 

茨城県 53 122 

栃木県 45 115 

群馬県 51 112 

埼玉県 88 121 

千葉県 66 106 

東京都 72 117 

神奈川県 59 113 

山梨県 80 137 

北陸・長野 

長野県 106 145 

新潟県 72 170 

富山県 70 158 

石川県 63 174 

福井県 56 144 

東海 

静岡県 107 143 

愛知県 116 131 

岐阜県 106 154 

三重県 69 138 

近畿 

滋賀県 87 139 

京都府 53 120 

大阪府 62 126 

兵庫県 49 121 

奈良県 59 144 

和歌山県 70 113 

中国・四国 

岡山県 43 100 

広島県 49 114 

鳥取県 42 111 

島根県 47 106 

山口県 65 107 

徳島県 53 115 

香川県 48 109 

愛媛県 55 99 

高知県 85 98 

九州 

福岡県 91 122 

佐賀県 85 131 

長崎県 83 132 

大分県 68 116 

熊本県 80 114 

宮崎県 53 79 

鹿児島県 51 97 

全 国 68 126 

※ 平年：天候の平年は 1991〜2020 年の過去 30 年平均、花粉飛散量の平年は 2014〜2023 年の過去 10 年平均 

※ 飛散量：花粉観測機「ポールンロボ」が観測すると想定される花粉数。過去のポールンロボの観測データをもとに予想を

算出 

 



 

 

◆ 参考：ウェザーニューズの花粉飛散傾向と観測網について 

本プレスリリースでは、これまで「花粉プロジェクト」で蓄積してきた花粉の観測データ、年ごとの飛散量

傾向、今夏の天候をもとに来シーズンの花粉飛散傾向を発表しています。また、11 月に全国のウェザーニ

ュースアプリのユーザーと花粉の雄花の生長状況を調査する「雄花調査」を実施し、その結果に応じて飛

散量予想を更新する予定です。なお、「第二回花粉飛散傾向」は、飛散量予想に加えて飛散開始時期や飛

散ピークについてまとめ、12 月上旬に発表予定です。 

 

ウェザーニューズの「花粉プロジェクト」は、花粉症の方々の役

に立ちたい！という想いで、2005 年から実施しているユーザー参

加型の取り組みです。全国のご家庭や企業などに、独自開発し

た花粉観測機「ポールンロボ」を約 1,000台設置し、空気中に含ま

れる花粉をリアルタイムに自動観測します。 

 

ウェザーニューズは、「花粉プロジェクト」の取り組みや花粉飛

散傾向の発表、ウェザーニュース「花粉Ch.」での情報発信などを

通じて、花粉症の方が少しでも楽に過ごせるよう、サポートを続

けてまいります。 

 

花粉観測機「ポールンロボ」設置イメージ 


